
様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 田口章）

a呼畢‐ 男

/／一／

経費項目 癖･研修費･醗癖費 ･蕊調靜潅債･会議費･齢H癖･資張擴入費･事務費･藷銅漬･人件費

内 容 政務調査研究

年月 日 令和4年11月2日～令和年 月 日 金額 4560円

目的

骸当項目に丸帥
廊局霊Eﾃｱｰﾌ列･要望活動｡倭派丙調雲下苔召･政務活動資料の整理

使途

(該当項目に丸日1
犀罫･宿泊費･厩銅

政務活動．

県政との

関連性

骸当項目に丸則

・ 地元要望に関連する部局の事業内容や取組方針･進捗状況などを確認する。

・ 確認した事業の内容や進捗状況を元に、議会・委員会等の質問に反映する。

・ 議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。

の会派内で県施策等に関する検討を行い、意見の調整・集約を行う。
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案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

4,560円

案分2 &(b)

／

100％

政務活動費支出謡頁 (a×b)

4,560円



様式第1－1号

支出証拠書

（会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブー田口 章 ）

『ｰ一国pザ

経費項目 調議綴費確費慰霊調識顕会誇資料偏媛鰯需蘂費…雑費
内 容 県政報告10月分(FMHaro) (広報費）

年月 日 令和4年11月9日 金額 22,572円

目的 畏政の方金+や県： 号会のI ＋ﾔ厚か但匡l子市去R十ス弗疹、

使途 骨組料金

県政との

関連性

10月は建設委員会の話題（野球場､視察報告）を放送した。

今後も県政課題について県民に分かりやすく説明していく。

q、､1]貝｣Ⅸ青貝向1,｣fF〃’

別紙のとおり

案分の理由
全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

22,572円

朱二刀雷室ドユmノ

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

22,572円
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〒432-8061

静岡県浜松市西区入野町9860-1 菫
砠 求書

2022年10月31日

No． 21934

静岡県議会議員田口章 様

■･蕊 ‘
2022年10月度

期間 2022/10/01～2022/10/31

上記の通りご請求申し上げます。

なお弊社の取引銀行は次の通りです。
浜松磐田信用金庫本店営業部

三井住友銀行 浜松支店

普通No.698431

普通No. 7024266

■■
前回請求額 入金額 繰越額 売上額 消費税額等

22,000 22,000 ’ 0 20,000 2,000

今回請求額

¥22,000

費 目 （税率） 請求金額 備考

番組料金 (10.0%） 20,000 【イブニングサテライト】

小 計 20,000

消費税等 2,000

合 計 ¥22,000



様式第1－1号

整理番号 ｜ ／/－3

支出証拠 書

派名・議員氏名ふじ0

､

経費項目 願琵禰周･研修費･広聴広報費･莞課饒灌塘･会議･資料{俵蹟.資龍朧入費.事務費.藷甥漬.人件費

内 容 県外視察（澪沸疹区）

年月 日 令和4年11.月11日 金額 19,072円

目的 別紙報告書のとおり （慶應義塾全国議員連盟研修会）

使途 JR交通費、参加費

政務活動・

県政との

関連性

慶應出身の地方議員でつくる超党派の会の研修会。

地方制度調査会の委員から、今後の自治体のあり方や議会のあり方を聞いた。

、､T呉jIX-壹只白1,｣ｲギググ

＜交通費>JR高塚〈ﾆｳ浜松190円×往復=380円、浜松骨品川7,710円×往復=15,420円、
品川骨田町136円×往復＝272円

＜参加費＞3,000円

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

19,072円

案分率(b)

／

100%

政務活動費支出額(a×b)

19,072円
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研修会費として

令和4年 11月 11 日上記正に領収いたしました

内 訳

慶應義塾全国議員連
幹事長越川隆
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会員各位

慶應義熟全国議員連盟

会長壷田重夫

｡幹事長越川

研修会開催のご案内

時下、益々ご清祥のこと、お慶び申し上げます。

本年度の研修会を下記要領で開催することになりました。

皆様におかれましては、是非ご参加頂きたくご案内申し上げます。

日程令和4年11月11日(金） 受付午後1時

会場慶應義塾三田キャンパス北館1階北館ホール

会費3000円 （当日会場で申し受けます）

講演1， 14時～15時

行政のデジタル化と地方自治の将来

法学部法律学科教授■■■■先生
講演2， 15時～16時20分

公に尽くすとは？ 「学問のすすめ」 150年にあたって

■■■I先生福沢研究センター准教授
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様式第2号

県外調査概要書
令和4年11月12日

会派名・議員氏名

ふじのくに県民クラブ

田 口 章

目的 慶應義謹全園議員連盟研修会

年月日 令和4年11月11日

場所 慶應義塾三田キャンパス（東京都港区三田2･15-45)

内 容

1行程高塚韓田町

2視察の趣旨

慶應義塾出身者で作る超党派自治体議員の会の研修会
幕末・明治の変革期における福沢先生の考え方を議会活動に活かすとともに
将来を見据えた地方自治のあり方を勉強した。

3 主な内容と県政への反映

（1）行政のデジタル化と地方自治の将来 (慶應義塾大学 教授）

法哲学の権威であ7一教授は､総務省の地方制度調査会や自治体戦略29妙
構想研究会、行政改革事業レビューの委員を務めるなど地方自治に高い見識を
持つ学識者。今回強く依頼して講演をお願いした。

(概要）

･これまでの行政施策は、個別の事業は良いものであっても、 トータルで見たと

きに成果が出ていないものが多い。

.例えば「子どもの貧困対策｣。内閣府が統括し、厚労省が家庭支援、文科省が学
校での支援を行っているが、貧困問題は解決に至っていない。
･行政は事業をやっているが、それが「知らない・行けない・書けない」などの
理由で届いていないのではないか。

.“プル型（申請主義)”から“プッシュ型”に変えていく必要がある。
･そのカギがデジタルだが、自治体情報システムが進まないなど課題は多い。

･データが揃っていればよいが、現在は自治体ごと、部局ごとにバラバラ。この
データセットの統一が必要。

.上の例でいえば国一都道府県一市町村一学校までそろえなければいけない。

･分権改革についても、どのサイズでやるのが良いかは、業務によって異なる。
地域によっても異なる。コロナ対策のように有事と平時でも異なる。
･適正化の議論は自治に基づく自己決定が必要。決めるのは地方、そして地方毒
会 ◎

(県政への反映）

・人口減少の中、行政のデジタル化は必須だが、現在のシステムでは課題が多す
ぎる。まずはデータの統一が必要。総務省も「自治体情報システム」の標準化、
共通化を検討しているが、課題は多いようだ。 自治体クラウドや広域連携を超
えた考え方が必要。

プル型からプッシュ型への転換はマイナンバー導入時から指摘しているが、ま
ったく宝現していない。引き続き取り組んでいく。



様式第2号

*本概要害は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

（2）公に尽くすとは？～「学問のす坐め」 150年にあたって

(慶應義塾大学■■■■准教授）
党派を超えて福沢先生の教えから地方自治のあり方を学ぶ講演をいただい

た。今回は「学問のす〉め」を通して、議員としての考え方を学んだ。

(概要）

. （第一編） 「学問のす＞め」冒頭の「天は人の上に人を造らず人の下に人を造ら

ずと言えり」は、江戸時代の士農工商から初めて誰もが同じスタート地点に立

てることになった象徴的な言葉。平等ゆえに学問をしたかどうかで差が生じる、

ということ。

･その前提に立ち、学問をするには「分限」が大切。

. 「分限」 とは天の道理に基づき、人の情に従い、他人の妨げをしないで自由にふ

るまうこと。

･政府に不平を抱くことがあれば、それを隠してお上を怨むのではなく、その路

を求め、筋に従い、静かにこれを訴え遠慮なく議論すべし。天理人情に叶うな

らば一命を投げ打って争うべきなり。これ一国人民たるものの「分限」なり。

. （第六編）政府が分限を超えて暴政を行ったならば、節を屈して政府に従うので

なく、力をもって敵対するのも不都合。正理を唱えて政府に迫るのが上策。

(県政への反映）

･福澤先生の教えは、国はみんなの意見で作るものであり、ひとりひとりが自ら

の役割と責務を自覚することが大切であり、不公正にはとことん粘り強く闘い、

自らの役割を踏まえ議論すべきことだと理解した。

今後も本県議会において合理的、論理的な議論を尽くしていく。



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 田口章）

窄澆合万 /／－4

経費項目 …･研修費･広聴鶴費･雰調隷識･全毒費･資料伸蹟･資龍陶費･事務費･蓑銅漬･人件費

内 容 政務調査研究

年月 日 令和4年11月14日へ令和 年 月 日 金 額 4,680円

目的

骸当項目に丸則
悟扇雲Eテｱﾗ列･要望活動･臣派丙霊語司･政務活動資料の整理

使途

絃当項目にすI月リ
匡雪･宿泊費･函

政務活動．

県政との

関連性

骸当項目に丸則

1－

・ 地元要望に関連する部局の事業内容や取組方針･進捗状況などを確認する。

・ 確認した事業の内容や進捗状況を元に、議会・委員会等の質問に反映する。

･ 議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。

O会派内で県施策等に関する検討を行い､意見の調整･集約を行う。

＜領収書貼付枠>JR浜松4=瀞岡2,090円×往復=4,180円、駐車場500円
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精算機#01 A精算No.nnnlO0
発券No,023625

撫別012022年,1月,旧(月) 07,5‘
出庫時刻2022年11月14日（月）11:30
駐到寺間 3:34
駐車料金 A料金 500円
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0円

またのご利用をお待ちしております。
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|ごうき鮎融＃
1粥署駕認済

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

T頂 lX 寺金額(a)

4,680円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

4,680円
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罰

書支出証拠

症名・議員氏名ふじ0

轄津宙万一

経費項目 銅･研修費･広蹴蝿費･要識儲潅蹟･会奉･静H鰐･資龍購入費･事務費･藷銅漬･人件費

内 容 政務調査研究

年月 日 令和4年11月17日～令和年 月 日 金額 4,880円

目的

嘩当項目に丸印
廊局琴官亨了う列･要望活動･会派内調整打合せ･政務活動資料の整理

使途

嘩当項目にブ印
犀笥･宿泊費･厩軍測

政務活動・

県政との

関連性

(該当項目に丸月1

1J壺一ユヶ式÷為

地元要望に関

可具Ⅱ間』マプローー ー､ ローンU可戸F"ﾛ ｺ ｰ 釘 〆｡－－､～ー■~ 口一口戸一一 " 一ー

連する部局の事業内容や取組方針･進捗状況などを確認する。

…毒…肩塞~了壼襄專房寶雨冒反硬予言。
議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。
今派内で県施策等に閨する検討を行い、意見の調整・集約を行う。

く領収書貼付枠>JR浜松一静岡2,090円×往復=4,180円、駐車場700円
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１

またのと利用をお待ちしております。

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

i貝収害令諸貝(aノ

4,380円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

4,8180円



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ. 田口章）

轄琿番号

経費項目 願蚕濡買･研修費･広聴癖費･雰謝誇悪蹟･会奉･難}倫蹟･資1糖入費 ･事務費･藷弼漬･人件費

内 容 県外視察（瀧屋市）

年月 日 令和4年11月18日 金額 10,020円

目的 別紙報告書のとおり

使途 JR交通費、入場料

政務活動・

県政との

関連性

近代産業遺産であるトヨタ産業技術記念館を視察した｡今後の県の地域活幽上の一つとし

て期待される「産業鋤上」の参考にしていく。

＜交通費>JR浜松今名古屋4,510円×往復=9,020円、＜駐車場>500円、＜入場料>500円

別紙のとおり

,

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

10,020円

:分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

10,020円
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様式第2号

＊本概要書は、県外における調査研究活動のために政務活動費を支出した場合に提出する。

県外調査概要書
令和4年11月18日

会派名・議員氏名

ふじのくに県民クラブ

田 口 章

目的 トヨタ産業技術記念館視察

年月日 令和4年11月18日

場所 名古屋市（名古屋市西区則武新町4-1-35)

内 容

1行程浜松今名古屋

2視察の趣旨

豊田自動織機の議員（大西勝彦大府市議会議員）が手配した特別レクチャー付

の視察に参加。ものづくり産業の原点を学ぶとともに産業観光の視点を調査。

3主な内容

･当該施設はトヨタグループ創始者の豊田佐吉翁が織機製造をスタートした名古

屋駅からほど近い場所に立地し、創業当時のレンガ造りの建屋を活かした施設。

創始者の「研究と創造の精神」を受け継ぐためトヨタグループ社員の研修に活

用するほか、産業観光施設としてトリップアドバイザー等でも高い評価を得て

いる。

．大きく織機エリアと自動車エリアに分かれている。織機エリアでは博物館的に

織機を並べるのでなく、実際に動かす「動態展示｣を主に創意工夫の変化を分

かりやすく示している。 自動車エリアでは初期の自動車開発からHV、FCVな

ど現在までの技術革新の変遷を実車やカットモデルを多用して展示している。

・レクチャーでは、創始者の考え方や技術的な創意工夫のポイントなど一般向け

より詳しい説明を聞くとともに、展示物の動態展示を実施していただいた。

4県政への反映

･本県は産業遺産や文化遺産などが豊富にあり、観光客の嗜好に応じたさまざま

なツーリズムの可能性がある。一方、その見せ方には工夫が必要と感じる。

・ トヨタ記念館で導入している「動態展示」は、見るだけでなく音や動きを感じ

られ、また織機では織上がりの変化する様子も見ることができた。

･観光地におけるボランティアサポーターや展示における動態展示など、本県に

おける観光でもさまざまな工夫が考えられるため活かしていきたい。

.また産業観光は県西部地域で有効な施策であり、地域の魅力創出を進めたい。



様式第1－1号

整理番号 ｜｜ ／／－7

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 田口章）

経費項目 …･研修費･広聴広報費。 蕊調誇瀧謄･会議費･資料侑耀茅･資龍朧ｽ費･事務費･率賢･人件費

内 容 政務調査研究

年月 日 令和4年11月22日～令和年 月 日 金額 4,780円

目的

骸当項目に丸則
廊局琴壱亨ｧﾗ列･要望活動･鳫派丙羅弄苔司･政務活動資料の整理

使途

骸当項目に丸則
犀胃･宿泊費･犀1

政務活動.

県政との

関連性

骸当項目に丸削

・ 艤会･委員会等質問のため､関係部局の事業･主要施策等を確認する｡ ’
地元要望

確認した

に関連する部局の事業内容や取組方針・進捗状況などを確認す

事業の内容や進捗状況を元に、議会・委員会等の質問に反映す

･震あ霧讓辰画室蚕情報Zてそ：~廩悪あ涙現喜蒜子弓．
・ 会派内で県施策等に関する検討を行い、意見の調整・集約を行う。

○
．

る
る

■､｡亥､ し、F=。〃､Hd 寺 d U ""ー一= ■〆､0一・ r IJ● I マ ご－Jゞ‐ｰ U 屯 U一ｰ 一ﾌｰｰｰ ､ =､ 餌一■

’

ゴR画難臺

領収書

灘陥pt202
金萠 ￥12
〔クレジット伽

購入商品 JR#

織雛併繋
浜松M

202
￥12

レジット扱い

JR蕊

熱蝋

，540(消費鱸”）
〕

車券蘭 JR t ickets

浜松MMV8溌行 31045-12

原本くタ年／/月整理番号//-よ参照

場600円

’
’
1

I

かじプラ第2パーキング

|精算機＃01
1発券機#01
i入庫時刻

I

令頁川又言正

A精算No.000155
発券No.025473

2022年11月22日（火） 07:56
出卿寺亥|」 2022年11月22日（火） 19:56
駐車時間 12:00

豐皇=』壁-=理600円

1

現金領収額 600円
お預り 600円
お釣り 0円

またの毒1用をお待ちしております。

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)領収書金額(a）

4,780円

案分率(b)

／

100%

政務活動費支出額(a×b)政務活動費支出額(a×b）

4,780円



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 田口章）

幸建合言 /／－8

経費項目 癖･研修費･厘就報費･雰諒儲種債･会議･覺斗倫蹟･閏s鯖入費･事務費･謡翔漬･人#費

内 容 政務調査研究

年月 日 令和4年11月25日～令和 年 月 日 金額 4,680円

目的

骸当項目に丸印
廊局雲Eﾃｧ】夛列･要望活動･会派内調整打合せ･政務活動資料の整理

使途

骸当項目に丸則
犀笥･宿泊費･厩軍測 ‘

政務活動。

県政との

関連性

絃当項目に丸帥

ニュー■ －－T e ■ ■ ■

Ⅱ

1

｜
可議会・委員会等質問のため、関係部局の事業・主要施策等を確認する。 ’
少画ノ凹云＝IｰI詞些う ﾟジロI〃即v〆手本rJp、画聖J半I 睦』シrVLしし'全【－己．H崖卿』四7 ．‐｡

・ 確認した事業の内容や進捗状況を元に、議会・委員会等の質問に反映する。

・ 議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。

・ 会派内で県施策等に関する検討を行い、意見の調整・集約を行う。

＜呵貝収蕾貝占1可蒋旦>J肌浜松一静IMZ,U9UH×往復=4,16UH，巌士早湯DUUH

可函難驫誕一喬'即 j魂
領収書
群 -縁騨，侭鰕540("IM鋤職，

〔クレジット棚い〕

購入商品 JR癖擁JR t

雛総磯
浜松M

,540(消費鱸込み）

蛾MMV8"if 30045-02

原奉 ： 卒年//月整理番号//-､j~参照

I

l
l

かじプラ第2パーキング

令頁｣l又言正

A精算N0.000046
発券N0.026195

入庫時亥|」 2022年11月25日（金） 08:38
出庫時亥|」 2022年11月25日（金）16:57

狙
円
二

段
叩
二
５
一
一

金
一
一

料
二

Ａ
ｌ
一

燕
率
一

駐
駐
二

|謡収。
円
円
０
０
０
０
５
５

1,000円

｜お釣り 500円
1

1

またのご利用をお待ちしております。

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)

4,680円

案分2 1(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

4,680円



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 田口章）

"R回静揚ぅ睡一請願

'.･W&書舞脆、
;"'t;9;細瀧"
〔クレジット扱い〕

暗入商品 JR蕊車券M JR t

熱熱牒蝋
典松M
熈松MMV202Xiテ m258-01

Z泓乃Wﾉp~算

整理番号

経費項目 願爵踊周･可確費･広聴“ ･雰諒儲瀧犢･会藷･資料{愉蹟･資料購入費･事務費･蒻翔漬･人1桧

内 容 政務調査研究

年月 日 令和4年11月29日へ令和 年 月 日 金額 4,680円

目的

骸当項目に丸帥
部局事業ﾋｱﾘﾝグ･要望活動･…毒吾司･政務活動資料の整理

使途

(該当項目に丸則
匡逼罰･宿泊費･庭重副

…江卦一
婆d力1口翠

県政との

関連性

骸当項目にプ明1

・ 議会・委員会等

地元要望に関連する部局の事業内容や取組方針・進捗状況などを確認する。

確認した事業の内容や進捗状況を元に、議会・委員会等の質問に反映する。

議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。

匡示丙悪廩葹棗雲尼藺子弓馬言罹汚雨…雷売．

、串』シ、 し、白″LHD己 ロ B ‐宇菅一＝ 且〆､■ー ▽ Ⅱ｡｡ ■ 己一J ーー ー ■ ー ﾛーーーー " ロ マ ■ ~ ｡ Fﾃ■

かじプラ第2パーキング
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またのL』用をお待ちしております。

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

領収書金額(a)領収書金額(a）

4,680円

案分率(b)

／

100％

政務活§助政務活§助費支出者

－

費支出者頁(a×b)

4,680円



様式第1－1号

塵

支出証拠書

（会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブー田口 章）

にぞ一…‘二'1葬曜一_¥_:ラー=2－－1g"I/亘二鐘昼型と土L狸ﾉ乎ｲｹ人舜／ I
、一一=一

N9 031817領 収 証

田口 章 様
重"翌年//月ﾀ 日

ゴザザザデ

9芋〃しﾌｰｰ￥
■

ず

一

‐

。

（

Ｊ

〆

但し

上記の金額正に領収致しまし

■営業本部／〒435-0046浜松市東区丸塚町196-1 TEL<053>467-6000(代）

■営業所／静岡･東京

一一一 .一一.一一一一－．一一 = F一 ユー一一一一マーーーーー■一 一一一一一一一一一一■≠ 一ジ 一一 =一一戸二 一△ 一二

※按分による支出がある場合は､領収書等の金額､按分率及〔睡務活動費の支出額をそれぞれ該当欄に
記入すること。 ．

ロ

万一 /／一／0

経費項目 篇遁職費'形費慰霊繍欝癖会議費 ･資料侑績･資料購ｽ費･事務費･弱弼漬･人件費

内 容 県議会レポート令和4年秋冬号の発行

年月 日 令和4年11月29日 金額 59,400円

目的 県政の方針』 辰嘩云Uノ｡ へ〃し延不恥Iｰノム干楳フ ”JJ－いノI 減

使途 印届II代

學q力1口割 今

県政との

関連性

9月定例会で話題となった篠原地区野球場の報告及び構造問題である人口減少対策につ

いて報告した。内容は添付のとおり。

取扱者

■現金 V 相殺

小切手 値引

手形 振込

襲分の理由
全て政務活動にかかる

ものである

領収書金額(a)

59,400円

累分率(b)

／

100％

政務活動費支出額(a×b)

59,400円



登録番号T3080401002519

〒432-8061

静岡県浜松市西区入野町9860-1

2022年 11月 30日 締切分 No. 158566

取引銀行

眠松畑信用金庫上新屋支店③2010778

肺岡銀行上新屋支店③020808

三菱UW銀行浜松支店⑬553468
みずほ銀行浜松支店⑬1246529

りそな銀行浜松支店②102049
遠州信用金庫本店⑬1086

田口章様

◎謝徹勢

お客様ｺｰドN･■■■■
口本社営業本部／〒4350MS静岡県浜松市東区丸塚町196-1

TEL<053)467-6000(代）
FAX(053>467-6006

口営業所／静岡営業所･東京営業所 「毎度ありがとうございます。

下記の通り御請求申し上げます。

59,400

へ
１

l
ノ

■
御入金額｜繰越金額 税抜御買上額 消費税額 税込御買上額

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊州 ＊*******＊＊＊＊ 10% 54,000 10% 5,400 10% 59,400

伝票日付 伝票NC． 品番 ・ 品名 数量 単位 単 価 金 額 備 考

22/11/18 503259 議会レポート （令和4年秋冬号） 2,000 枚 27.00 54,000 024-0019669



様式第1－1号

支出証拠書

(会派名・議員氏名ふじのくに県民クラブ・ 田口章）

fI胃庖Wﾉ汐一窪

"ｰ一国･ぜ /／－／／

経費項目 厨罰厩買･研修費･広聴癖費・雰謝育評訴昂･会義費･資料癖･資繩静費･事務費･義銅漬･人14責

内 容 政務調査研究

年月 日 令和4年11月30日～令和 年 月 日 金額 4,680円

目的
仁圭1肱活[。Fテ手匡、 部局事業ﾋｱﾘﾝグ･要望活動･臣派丙羅再調･政務活動資料の整理

使途

骸当項目に丸則
犀罫･宿泊費･露1

政務活動

県政との

関連性

(該当項目に丸印

睡云・麦_貝云寺寅|ロ｣UノノLαﾉ、 I夫､示司jﾉ可Uﾉ李宗ロエ垂β也皐守痙個匡両圃9Qo

地元要望に関連する部局の事業内容や取組方針・進捗状況などを確認する。

確認した事業の内容や進捗状況を元に、議会・委員会等の質問に反映する。

議案の審議に必要な情報として、県施策の状況を確認する。
乖吠T〒尋I目-龍…Fア月月÷Z笠臺+麦尹鐸1-,一日〃ｧ､三田霊一律鑑,去尹得呉

＜頑収蕾貼伺"W2>J比浜松一静1n2,09UH×易田夏=4,180H、駐卑揚500H

･JR_W瀞鯵テ
領収書

聯，憧鍛
〔クレジット柵u〕

購入商品 JR棄車

翻擬桃熱
浜掻則

, 540(消費艫”）

"JR t

"MMV202"鮒258-01

原本l4年//月整理番号／I‐ｿ参照

かじプラ第2パーキング

精算機＃01
発券機＃01
入庫時刻
出庫時刻

令頁上'又言正

A＃謬No.000156
発券No.027370

2022年11月30日（水）08:32
2022年11月30日（水） 13:29
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| またのご利用をお待ちしております。

案分の理由

全て政務活動にかかる

ものである。

1貝↓Ⅸ青玉頭(aノ

4,680円

案分率(b)

／

100％

政務活動費支日政務活動費支日当｣輻r画Yl,、…､巳ｸ､ピノ

4,680円


